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＊帰国（ 復学） 後の情報を入力し てく ださ い

１ ． 留学先について

大学( 紹介） の寮・ アパー 民間アパート その他（ ）

On campus

個室 （ ） 人部屋 その他 ( ）

完全個室 キッ チン ト イ レ バス リ ビング その他 )

％ ％ ％ ％
（ )

２ ． 留学にかかっ た費用について

貯金 アルバイ ト その他

両親 家族・ 親戚 その他

JASSO その他名称（ ）

千葉大学助成金 その他（ ）

派遣留学生帰国報告書

円

円 円

出どこ ろ

100, 000 円

円

円

食事

円

35～40万総費用 円

自費

自炊 10 学食 30 外食 60

渡航ルート

成田空港 ⇔ バンコ ク 、 ド ンムアン空港( 飛行機)

派遣先大学指定の保
険( 名称)

50, 000 円

海外保険たびほ

強制加入

ex. ) 　 成田⇔シカ ゴ（ 飛行機） ⇔ウィ スコ ンシン（ 電車）

○

出発日 2018/8/1 入学日

2○

○ ○

記入日

所属学科・ 専攻

2019/1/27

その他

カ セサート 大学

農学部熱帯農学科イ ンタ ーナショ ナルコ ース

住居

留学先大学名

留学先所属学部等

通学時間

通学方法

約15分

大学のシャ ト ルバス

共有スペース

2018/8/3 修了日 2018/12/20 帰国日 2019/1/3留学期間

所属学部・
研究科・ 学府

国際教養学部

○

⇔

居室スペース

保険

その他

海外旅行保険（ 名称）

援助

奨学金

その他

○

円

円250, 000

国際教養学科

○
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２ －１ ． 財政管理の方法

現金 円 その他（ ） 円

海外送金 キャ ッ シング その他 （ ）

２ －２ ． 各費用の支払い方法

２ －３ ． 内訳　 　 　

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

３ ． 学業面

有 無

有 無

有 無

有 無

渡航時

留学中

150, 000

3

4

その他

円

円

その他

円

円

円

円

円

円

円

円

約25, 000

約5, 700

約4, 500

3, 000×5=15, 000

大学に払っ た費用

住居にかかっ た費用

バーツ

費目
外貨金額

円貨金額

バーツ

通貨単位

食費

通学に要する交通費

教科書、 教材費

約18, 000 円約60, 000

87, 490

バーツ

1ヶ 月ごと に寮のオフ ィ スに現金支払い

渡航費( 往復）

海外旅行保険

OSSMA

バーツ

バーツ

正規 3

バーツ

19, 440

査証・ 在留許可証

住居

その他

その他

その他

自転車レンタ ル

旅費

正規

0

0

その他大学に支払っ た経費 680

○

種類ex. 正規、 聴講
単位互換認定
申請の有無

約12, 000

バーツ

バーツ

バーツ

光熱費

約3, 300

0

0

円

円

円

3

履修科目名

Par adi gm i n Agr i cul t ur e Ext ensi on

Physi ol ogy of  Hor t i cul t ur e Cr ops

正規 3

正規 3

単位数

バーツ 約15, 000

○

1

2

○

○

○

約52, 000

バーツ

約900×5=4, 000

500

約2, 400

約14, 000

約1700

85, 900

○

I nt r oduct i on t o Tr opi cal  Agr i cul t ur e

Thai  Conver sat i on i n Ever yday Li f e1
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３ －１ ． 授業科目の選択、 登録方法　 　 　 　

３ －２ ． 授業内容、 方法に関し て

３ －３ ． 語学力について

３ －４ ． 図書館など学内施設について

３ －５ ． その他

４ ． 生活面

４ －１ ． 住居について

授業科目は、 授業が始まっ てから ２ 、 ３ 週間が登録期間になり ます。 千葉大学と 同様に最初の１
週間で取り たい、 興味がある授業に参加し てから 選ぶこ と ができ ます。 受けたい授業を決めた
ら 、 履修登録の紙にそのすべての授業の教授にサイ ンをも ら い、 それが完了し たら 学生一人につ
き 一人のAdvi sor ( 指導教員) がつく ので、 自分のAdvi sorに確認し ても ら いサイ ンをし ても ら い、
学部のオフ ィ スに提出し て完了です。 履修登録後も 変更は可能でし た。

授業は基本的に3時間か長く て４ 時間の時間が確保さ れていまし たが( 私の場合8: 00-12: 00か
9: 00-12: 00) 、 先生が遅れて、 始まり が30分から １ 時間遅く なるこ と や、 担当教授がその日教え
るべき 内容を終えると 、 早めに終わるこ と がよく あり まし た。 また、 間に30分の休憩時間をく だ
さ る先生も いたので、 実際に3、 4時間し っ かり 授業を受けるこ と は多く はなかっ た印象があり ま
す。 1つの授業でも 様々な教授が教えてく ださ るこ と が多く 、 教授によっ て教える方法はまちま
ちでし た。 基本的にその日の授業のレジュ メ のコ ピーをも ら い、 それを参考に授業を進める先生
が多かっ たです。 授業によっ ては、 実験だっ たり ディ スカ ッ ショ ンがあっ たり し まし た。 また、
イ ンタ ーナショ ナルコ ースだっ たので、 授業はすべて英語でし た。

タ イ 人は英語を日常的に話すこ と はあまり なく 、 多数の人が英語を話すこ と ができ ないので、 買
い物をし たり 、 タ ク シーに乗ると き はタ イ 語を使う こ と が必須でし た。 大学内や、 また若い人た
ちは英語が話せる人が多い印象でし た。 タ イ 語の授業を取っ ていたこ と と タ イ 人の友人が多かっ
たこ と から 少し タ イ 語を話せるよう になり まし たが、 私の日常会話の中心は英語か日本語だっ た
ので会話が成立するレベルまで上達するこ と は難し かっ たです。 授業は英語でし たが、 英語圏で
学ぶほど英語を使っ ていなかっ たので、 英語は思っ たより も 上達し なかっ た印象です。

図書館は勉強スペースが充実し ており 、 テスト 期間は混みますが席が埋まるこ と はあまり なかっ
たと 思います。 また、 テスト 期間は24時間開放し ていまし た。 寮の近く に大学と 提携し ているカ
フ ェ 型の勉強施設も あり 、 そこ は常に24時間開いており 、 席も 座敷だっ たり カ ウンタ ーだっ たり
バリ エーショ ン豊かで、 飲み物も 充実し ていたので私はそこ をよく 利用し ていまし た。 学内には
多く の食堂があり 、 さ ら に１ 食100円ほどで食べら れるので、 お昼はほと んど学食を利用し てい
まし た。 朝や夜も 開いていたので、 たまに朝食や夕食を食べに行っ たり し ていまし た。 また学生
が無料で利用でき るジム、 プール、 ト ラ ッ ク も あり 学内施設は充実し ていたと 思います。

カ セサート 大学にはバディ 制度があり 、 留学生一人に一人、 留学生と の交流を望むタ イ 人学生が
つき ます。 どのく ら いサポート をし ても ら う かは、 学生同士により ますが、 困っ たこ と や聞き た
いこ と があれば助けてく れまし た。 週末どこ かへ連れてっ てく れるバディ も いまし た。 バディ を
通じ てタ イ 人の友達が増えたり 、 タ イ の文化について教えても ら っ たり でき たのであり がたかっ
たです。

住居は大学から 無料のシャ ト ルバスで10分から 15分の場所にある留学生寮に住んでいまし た。 完
成し てから 2、 3年し か経っ ていない建物だっ たので、 と ても 綺麗で施設も 充実し てまし た。 部屋
は二人一部屋で、 各部屋にエアコ ン、 ト イ レ、 シャ ワー、 洗面台、 ク ローゼッ ト 、 テレビ、 机、
ベッ ド などが備え付けら れており 、 生活に困るこ と はあり ませんでし た。 私は、 韓国人の女の子
と ルームシェ アし てまし たが、 と ても 仲良く なっ たのでルームシェ ア自体も 全く 苦ではあり ませ
んでし た。 洗濯は、 一階にコ イ ンラ ンド リ ーがあっ たので週に1回100円ほどで済ませていまし
た。 また、 共同のキッ チンがあり 、 フ ラ イ パン、 食器、 炊飯器など料理をし たいと き は自由に使
う こ と ができ たので、 たまに作っ ていまし た。 近く にセブンイ レブン、 レスト ラ ンなども あり 、
夜はスト リ ート フ ード 店が並ぶので食べるも のにも 困り ませんでし た。



A5-1

派遣留学生帰国報告書ver . 1-page4

４ －２ ． 食生活について

４ －３ ． イ ンタ ーネッ ト 環境、 携帯電話について

４ －４ ． 服装について

４ －５ ． 健康管理について

４ －６ ． 保険、 OSSMAの利用について　

４ －７ ． 課外活動について

４ －８ ． 学外のコ ミ ュ ニティ と の交流について

保険、 OSSMAは登録し ていまし たが、 あり がたいこ と に利用するこ と は一度も あり ませんでし
た。

も と も と エスニッ ク 系の料理が好き だっ たのも あり ますが、 食べたも のほと んど口に合いまし
た。 ただ前より は慣れたも のの、 タ イ の辛さ には最後まで慣れませんでし た。 ト ムヤムク ンやソ
ムタ ムなど味付けの辛いも のを注文すると き は必ず、 辛さ 抜き で注文し ていまし たがそれでも 辛
く 感じ まし た。 カ オマンガイ やカ イ ジャ オなど、 全く 辛く ない料理も たく さ んあるので大丈夫で
し た。 学校内や寮の周り などにはレスト ラ ンや屋台が充実し ており 、 値段も 安かっ たので食費は
ほぼ毎食外食でし たが、 そこ までかから なかっ たと 思います。 朝は時間がなかっ たので、 コ ンビ
ニのパンなどで済ませるこ と が多かっ たですが、 昼と 夜は大抵近く の飲食店を利用し ていまし
た。 留学前はお腹を壊すこ と を心配し ていまし たが、 普通に生活し ている分にはほと んどそう
いっ たこ と はあり ませんでし た。 ただマーケッ ト で雨の日に海鮮を食べた時に一度ひどい腹痛に
襲われたこ と はあり ます

大学には毎日制服を着ていかなければなら なかっ たので、 授業がある日は制服を着て過ごし てま
し た。 カ セサート 大学には学部ごと にジャ ケッ ト があり 、 それを購入すればTシャ ツと ジーンズ
の上にそれを着て登校するこ と も でき まし た。 靴は、 サンダルはあまり 好まし く ないよう です
が、 履いている学生が多かっ たです。

携帯電話は日本でSI Mロッ ク を解除し ていき 、 ド ンムアン空港に着いた時に現地のTRUEと いう 会
社のSI Mカ ード を購入し まし た。 最大で30日のプラ ンのも のし かなかっ たので、 30日経つ頃にタ
イ 人の友人に手伝っ ても ら いながら プラ ンを変更し まし た。 速度1Mbps、 Unl i mi t edイ ンタ ーネッ
ト 利用、 通話なし のコ ースで1ヶ 月約300バーツほどだっ たと 思います。 寮や大学内は学生が利用
でき るWi Fi が通っ ていたので、 速度の遅いコ ースでも 十分でし た。

も と も と 風邪を引いたり 、 体が弱い体質ではなかっ たので、 普通に生活し ている限り 体調を崩す
こ と はあまり あり ませんでし た。 ただ外は暑く 、 室内はエアコ ンが効き すぎて寒いこ と が多かっ
たので軽い上着を一枚持っ ていく こ と が多かっ たです。 あと は日本にいる時と 同じ よう に、 し っ
かり 睡眠と 食事を取るよう に心がけていまし た。

ク ラ ブ活動は特定のク ラ ブに入っ てはいませんでし たが、 友人が所属し ていたバンド 部、 写真
部、 イ ーサンク ラ ブにたまに遊びに行っ ていまし た。 バンド 部ではギタ ーの弾き 方を習っ たり 、
一緒に演奏し て歌っ たり し ていまし た。 写真部はも と も と 写真を撮るこ と が好き だっ たので、 友
人に誘われて写真部の小旅行に行っ たり 、 ハロウィ ンパーティ に参加し たり し まし た。 イ ーサン
ク ラ ブはタ イ の東北地方出身の学生が多く 集まっ ており 、 イ ーサン料理を食べたり ゲームに参加
し たり し まし た。 学校外ではスラ ムにある図書館に週に1回ほどボラ ンティ アに行っ ていまし
た。 子供と 折り 紙をし たり 、 英語を教えたり 、 料理をし たり し まし た。 また、 その団体が立ち上
げたブラ ンド のお手伝いも 少し し ていまし た。 そのボラ ンティ ア先のつながり で大使館の方や国
連の機関で働いていた方々にお話を聞き に行っ たり も し ていまし た。

ボラ ンティ アを学校と は別にし ていたので、 そこ を通じ て出会っ た人は多く います。 私と 同じ よ
う にタ イ の大学に交換留学で来ていた学生やその団体でイ ンタ ーンをさ れていた日本人大学生に
会う こ と ができ まし た。 ボラ ンティ ア先の方々も ほと んどはタ イ 人でし たが、 よく し ていただい
てまし た。 また、 私がやっ ていたプロジェ ク ト がき っ かけで、 バンコ ク の日本食レスト ラ ンの
オーナーさ んにお話を伺いに行っ たり も し ていまし た。
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４ －９ ． 日本から 持参し てよかっ たも の

４ －１ ０ ． 日本から 持参し たが不要だっ たも の

４ －１ １ ． 現地での対人関係について気づいたこ と ( 習慣の違い、 マナーなど）

４ －１ ２ ． 余暇の過ごし 方

旅行　

その他 ＊気分転換やスト レス発散法など。

５ ． その他

５ －１ ． 留学先大学について

カ セサート 大学は、 タ イ で初の国立農科大学と し て1943年に設立さ れまし た。 タ イ 国内に4つの
キャ ンパスがあり 、 全部で28学部あり ます。 私は最も 学生数の多いバンコ ク にあるバンケンキャ
ンパスで勉強し ていまし た。 バンケンキャ ンパスはバンコ ク 中心部から 少し 離れたと こ ろ にあり
ますが、 2020年完成予定のBTSと いう 電車の駅が近く にでき るので、 便利になるこ と が予想さ れ
ています。 イ ンタ ーナショ ナルコ ースは農学部、 経済学部、 人文学部、 工学部にあり 、 留学生と
タ イ 人半分ずつく ら いの人数で授業を受けます。 留学生と も タ イ 人学生と も 交流が多いので、 友
達を作るのには困り ませんでし た。

100円ショ ッ プで買っ たお土産( ちょ っ と し たお礼をし たい時に役立っ た) 、 化粧品( 現地だと 日本
の化粧品はあるが高い) 、 日焼け止め( 現地だと 値段が高い) 、 お菓子( たまに恋し く なる) 、 文房
具( 日本製品の方がク オリ ティ が高いので使いやすい) 、 イ ヤリ ング( タ イ はほと んどピアスし か
売っ ていない) 、 タ イ 語の本( 日本語から タ イ 語の本は売っ てない、 タ イ 語を勉強する時に便
利) 、 カ メ ラ

変圧器( パソ コ ンやスマート フ ォ ンには変圧器が必要ではなく 、 カ メ ラ を充電すると き はパソ コ
ンを介し ての充電で十分だっ た、 ド ラ イ ヤーなどは現地で購入し た) 、

タ イ は仏教国でオレンジ色の布を身につけたモンク を見るこ と が多いです。 電車やバスに乗っ て
いたら 、 ド アから 一番近い席をモンク に譲ら なければなり ません。 また、 修行中は女性に触れる
こ と はでき ないので、 あまり 触れないよう に気をつけていまし た。 また、 タ イ 人は「 ワイ 」 ( 合
掌) の文化があり ます。 先生や年上の人に会っ たと き は手を合わせながら 挨拶し ます。 目上の人
には敬意を払う ので文の語尾にカ ー( 女性) またはク ラ ッ プ( 男性) をつけます。 タ イ 人は基本的に
社交的で優し く 、 親日な人が多いのでと ても 接し やすかっ たです。 また、 すべてのこ と を「 マイ
ペンラ イ ( 気にするな) 」 で片付けてし まう ので、 少し 気にし なさ すぎなと こ ろ はあり ますが、 そ
う いう おおら かな性格が好き でし た。

【 タ イ ・ アユタ ヤ】 2018年8月( 1日間)  約600円
【 タ イ ・ プーケッ ト 】 2018年9月( 4日間) 約2万円
【 タ イ ・ カ オヤイ 】 2018年10月( 2日間) 約1500円
【 タ イ ・ アユタ ヤ】 2018年10月( 1日間) 約600円
【 ベト ナム・ ホーチミ ン&ダラ ッ ト &ムイ ネー】 2018年10月( 4日間) 約3万円
【 タ イ ・ チェ ンマイ 】 2018年11月( 3日間) 約8000円
【 タ イ ・ カ オヤイ 】 2018年11月( 3日間) 約200円
【 タ イ ・ サコ ンナコ ン&ナコ ンパノ ム】 2018年12月( 3日間) 約1万円
【 タ イ ・ チェ ンマイ 】 2018年12月( 4日間) 約1万5000円

日本食を食べる、 カ ラ オケに行く 、 マッ サージに行く 、 映画を観に行く 、 友達と 遊びに行く 、
バーに行く 、 買い物に行く など



A5-1

派遣留学生帰国報告書ver . 1-page6

５ －２ ． 留学希望者へのアド バイ ス

５ －３ ． 留学を終えて　 　

今回の留学は特に出会いの多い留学だっ たと 思います。 幸運なこ と に友人にも 恵まれ、 様々な人
たちに出会う こ と ができ まし た。 私は熱帯の農学を学ぶこ と と と 途上国を見るこ と が留学当初の
目的でし たが、 それ以上のも のを得ら れた留学になっ たと 思います。 留学は何度かし たこ と はあ
り まし たが、 東南アジアに行っ たのが初めてだっ たので驚く こ と は何度かあり まし たが、 いい意
味でそれら が刺激になり まし た。 タ イ 人は、 日本人と 比べてかなり 寛容で明るい性格をし ている
よう に感じ まし た。 ジェ ンダーに関し ても 、 みんな本当にオープンで、 周り の人と 違う と か一緒
だと か、 そのよう な概念すら ないよう に思いまし た。 何か失敗し ても 、 マイ ペンラ イ ( 大丈夫）
の一言でたいていの場合は片付けら れますし 、 外国人に対し ても 偏見の目はなく 、 と ても 親切な
印象でし た。 タ イ 人のそのよう な性格が好き だと 感じ ると 同時に尊敬の気持ちも あり 、 タ イ と い
う 国を自体知れば知るほど奥深く 、 今ではも っ と 知り たいなと 思っ ています。 大学での留学は自
由度が高く 、 私はやり たいと 思う こ と のほと んどを達成するこ と ができ たと 思います。 旅行だっ
たり 、 友達と 遊ぶこ と はも ちろ ん、 農業について学んだり 、 自分で見つけたボラ ンティ アに通っ
たり 、 知り 合いを通じ て自分に合っ たイ ンタ ーンを見つけたり 、 国際協力を仕事と し て活躍し て
いる方々にお話を聞き に行っ たり 。 日本だっ たら こ こ までアク ティ ブに活動し てなかっ たと 思い
ます。 半年間と いう 時間制限も そう さ せてく れた要因だと 思いますが、 留学前に簡単でも 目的や
目標を定めていたこ と が大き かっ たと 思います。 こ の留学で何を学んだかを一言で示すこ と は難
し いですが、 こ の留学は自分を大き く 変えてく れたも のになっ たと 思います。 自分の将来につい
ても 考え直すいいき っ かけにも なり まし たし 、 自分の悪いと こ ろ も 見えまし たし 、 逆に自分に自
信がつく よう にも なり まし た。 日本に帰っ てから も タ イ で感じ たこ と 、 学んだこ と を忘れずに過
ごし ていき たいと 思います。

タ イ は、 英語を勉強するために留学するのなら オススメ はし ませんが、 タ イ はと ても いい国で、
面白いと こ ろ も 多く あるので、 アジアに留学し てみたい、 色んなこ と に挑戦し たいと 思う 人には
オススメ し ます。 タ イ は汚いと いう イ メ ージがあるかも し れませんが、 全く そんなこ と も なく 、
人も 優し く 、 物価も 安く 、 食べ物も 美味し いので、 と ても 生活し やすいです。 また、 カ セサート
大学は農学に強い大学で、 学科がと ても 幅広く 、 色々な分野の専門の先生が授業し てく ださ り 面
白かっ たです。
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